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CIPC
WIPO

議論1 公的機関によるアフリカ
への取組について
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CIPC

IP 4 SME
手続き料金のインセンティブ
実体審査の開始
サーチレポートの提供
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公的機関によるアフリカ
への取組について
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議論２ アフリカにおける
SUビジネス

 MARSCompany
 Hellotractor
 JETRO
 CIPC
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Break Ground,  
Drive Change
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 小規模農家はトラクターの購入が困難
⇒非効率な農業生産

 小規模農家が組織化されていない
⇒小規模農家の需要の特定が困難

課題（Problem）
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Hello Tractorのソリューション 1/2

 トラクターの供給者（トラクターのオーナー・ディーラー・メーカー）と
需要者（小規模農家）をつなぐアプリを開発。

小規模農家

アプリ上でトラクターのレンタ
ルを依頼。
⇒トラクターを（購入する
より）安価で使用でき、農
作業の効率性・生産性が
高まる。

トラクターの供給者

アプリで小規模農家からの
リクエストが通知される。
⇒新規の顧客にアプローチ
できるようになる。

＋
トラクターに装着するデバイ
スによりモニタリングが可能。
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ジェトロ×アフリカスタートアップ
JETRO イノベーション・知的財産部長 川俣 洋史

Copyright © 2019 JETRO. All rights reserved. 12



新たな社会インフラとなったモバイル送金（決済）システム

Copyright © 2019 JETRO. All rights reserved.

 07年、ケニア“サファリコム”；SMSを通じた送金サービス“M-PESA”開始
 BOP層の可視化、顧客データの獲得を可能に。
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日本企業との協業可能性；技術、販路開拓を期待

通信網未整備地域

電力・通信サービス

 コートジボワール
低保険加入率

月額医療保険

 ナイジェリア

▶現地課題：BOP層の保険への
アクセスが限定的

▶解決策：携帯電話を活用し；
・医師との遠隔診察
・保険加入等を可能に。
・アプリ上で契約内容、保険適
用病院、病気の予防、健康維持
のための情報等が得られる。

▶現地課題：電力、通信網不足

▶解決策：Li-fi対応型のLED電
球を用い、初期コストを下げ、
省電力で照明と無線LANデータ
通信を同時に提供。

アプリ上から確認できる
契約内容の画面

村に設置した街路灯
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現地課題 × 解決策の事例

 8月30日 パシフィコ横浜展示ホールB01、7カ国より10社が来日

電力・物流未整備地域
携帯型保冷器

eコマース未経験者
ARで仮想配置

プライマリーヘルスケア不足
簡易診療所・薬局

救急医療未整備地域
救急車検索・手配アプリ

医療・保健施設アクセス難
AI活用子宮頸がん診断

自社ブランド開発未発達
AI搭載ロボット開発

バイク運転手安全確保
ヘルメット装着型IoT装置

モロッコ

チュニジア

ウガンダ

ケニア

ケニア

ナイジェリア

ナイジェリア
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公共バスでの煩雑な現金支払い
非接触型電子決済

ルワンダ
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CIPC

事業におけるIPの活用に関する調査の結果

SU企業のニーズに即したワンストップサービス
政府支援サービスのシンプルさ、アクセシビリ
ティ、効率性、信頼性。
知財に関する一般的な認識向上とトレーニング。
ツール形式でのサポート。
知財保護のための競争力のあるコスト構造。
知財への商品化への支援
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議論３ 知財戦略について

MARSCompany
Hellotractor
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 売上の増加

 稼働停止期間の短縮

 サービスの質の向上

 安全確保と不正使用の防止

Hello Tractorが可能にするもの；事業の成長・拡大
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議論４ ブランディング
について

 RuiseB
 知財コンサルタント/弁理士
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私の人生を変えたルワンダバスケット
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ルイーズとの出会い
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○ ×
厳しい基準

24



現地での生産指導

生産者同士の指導
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Murakoze
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ブランディングについて

ゲタシュー・メンジィシティ・ｱﾚム

２０１９年８月２８日

横浜（TICAD7サイドイベント）
27



イントロダクション

• ブランドは、商品やサービスのマーケティングに有効なツール：

 競争力を高め、

高い評価や信用を獲得し、築き、

消費者のニーズ等へ対応に役立つ。

• アフリカにはブランドを守るIP制度が存在。

• アフリカの事例について
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アフリカにおける事例

• 商品・サービスのマーケティング、製造に
おいて、ブランド戦略を旨く活用。

• 農産品・手工芸品のマーケティングにブ
ランド戦略を活用した取組を奨励。

 ウガンダ産バニラ、ザンジバル産ク
ローブ、エチオピア産ファインコーヒー、
タイタバスケット

 エチオピアの事例を紹介し、ブランド戦
略の威力について説明する。
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静岡市内にギャラリー
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エチオピア産ファインコーヒー

• エチオピアは、世界最高品質
のコーヒーを生産しているにも
かかわらず、ごく僅かな利益し
か得られなかった。

• 知財・ブランド戦略を実施した。

• 商標権の効力により収益が増
した。
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議論５ 今後の展望

スピーカー各位
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IP-Weekによるもの

アフリカの知財ステークホルダーと
政策決定者の考え方の進化

コンプライアンスの一部ではなく、
開発の機会と見なされる知財システ
ム

NIPSによるより適切で効果的な
WIPO技術支援

戦略

広域知財庁 (ARIPO、OAPI)と
WIPOの関係強化

地域経済共同体とWIPOの関係強化
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